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　　第一駐車場の奥に梅林が広がっており、 そのまた

一番奥に、 我々雑木林応援隊の活動拠点である、

炭焼き小屋と各種道具類の収納小屋があります。

そして、 その小屋の横に大きな 「ねむの木」 が立っ

ており、 夏 （6〜7 月頃） になると、 赤い糸状の花を

いっぱいにつけ、 我々の心を癒してくれます。

しかし、 ここ数年の間に枝がどんどん伸びて、 収納

小屋の屋根や炭屋の屋根にかかるようになり、 景観も

悪くなってきました。 そこで、枝の剪定を実施しました。

伸びた枝をそのまま伐採すると、 屋根の上に落ちて穴

をあける可能性があるので、 まず伐採する枝にロープ

を括り付け、 そのロ－プの途中を太い枝に掛けて、 さ

らに手元を 2~3 人で保持します。 この状態で伐採を

繰返しました。

　これで、 伸び放題だった枝もすっきりし、 春には新

芽が伸びて、 夏にはきれいな花が咲くことを期待して

作業を終了しました。

　

雑木林応援隊

近況報告
牛久自然観察の森指定管理者

幼児、自然体験活動報告
阪口 昭義丸山 淳子

剪定後のネムノキ

事務局からのお知らせ

　牛久自然観察の森に隣接する牛久市結束町の 「みどりの保全区」 で行っている森林

維持管理作業 「エコアップ作戦」 では、 地域の皆さんの協力のもと、 下草刈りや除間

伐、 風倒木の処理等を行っています。

　５〜７月は下記の通り５回の実施を予定しております。 雑木林の景観維持へのご協力

を是非お願いいたします。

活  動 日 ： ５月 １０日 （火）、 ５月２４日 （火）、 ６月７日 （火）、 ６月２１日 （火）

　　　　　　　７月１２日 （火）

時　　　間 ： ９時〜１１時

集合場所 ： ネイチャーセンター 横の倉庫前

参加希望の方は ： 活動日の１週間前までに事務局までご連絡ください。

結束町みどりの保全区

「エコアップ」作戦参加者募集のお知らせ

第１８回通常総会議案書送付のお知らせ

 事務局より第 １８回通常総会の議案書を郵送させていただきました。 今年度は牛久自然

観察の森ネイチャーセンター一階での開催を予定しておりますが、 昨年に引き続き新型

コロナウイルス感染症拡大防止のため書面表決へのご協力をお願いしております。 つき

ましては大変お手数をおかけいたしますが総会資料をご確認の上、 同封いたしました返

信ハガキ （表決書） に議案への賛否を記載いただき返送していただくようお願いいたし

ます。

　4 月 10 日 （日） 3 歳～ 5 歳児のご家族 11 組 33 名を対

象に 「幼児、 昆虫調査隊」 を開催しました。 実施した場

所は梅林奥にある畑、 今回は 「菜の花」 にくる昆虫たち

の観察を目的に活動しました。

　「菜の花」 といえばモンシロチョウ、 モンキチョウ、 ミツ

バチ、 ハナアブなどが来ているのではないかと予想できま

す。 さて、 実際にはどうでしょうか？子どもたちとどんな虫

が来ているのか探しました。 モンシロチョウ、 ハナアブ、

ビロードツリアブ、 クロハナアブ、 ナナホシテントウ、 ハラ

グロオオテントウ、 コモチグモ、 ヒシバッタなどが見られま

した。 見つけ方は目で見て見つける方法に加え、 B4 サ

イズほどのビーティングネットを使い、 葉の裏にいる虫を落

として見つけました。 新たに手渡された道具を使い、 普

段気が付かない小さな虫たちを見つけて、 子どもたちも喜

んでいました。 見つけるだけではなく、 ハナアブたちが空

中で争う様子、 目や口についた花粉を足で落とす様子な

ど行動を観察する面白さに気づいてくれたようでした。

　畑を利用した開催行事は今まで収穫体験を行ってきまし

たが、 観察の森での 「昆虫」 をテーマとした開催行事に

利用者のニーズがあり、 「幼児、 昆虫調査隊」 と題して

プログラム内容を変更しました。 今後も来園者の方々に喜

んでいただけるような場所、 イベントを考え続けていきたい

と思います。

菜の花畑で昆虫を探す参加者の様子

プロジェクト活動報告
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牛久市協働樹木リサーチ事業

令和３年度研修見学会報告　取手市の巨木を訪ねる 春の野山で見られた動植物

小松 友枝

　この研修会は牛久市協働事業の一環として牛久市

のバスの提供を受けて令和 3 年 12 月 4 日 ( 土 ) に

実施されました。 コロナ禍や悪天候でいくたびも延

期や中止になりましたが、 本日は朝から暖かく快晴

に恵まれました。 日程は 8 時 30 分から 12 時 30 分

までの予定です。

　参加者は里山植物リサーチメンバーと、 うしく里山

の会関係者で、 密を避けてバスの定員の約半数 18

名としました。 牛久市保健センター前を時刻通り出

発し取手市寺原公民館に 9 時到着。 現地で里山

植物リサーチ代表の挨拶と講師の紹介、 行程の説

明などを受け研修地に向かいました。

(1) 東漸寺のイチョウとクスノキ
　東漸寺の創建は天正 2 年 (1574 年 ) に開かれた

のが始まりと伝えられ、 茅葺きの山門は建築当初

(1690 年 ) の姿に復元され、 観音堂と共に取手市

指定有形文化財 ・ 茨城県指定有形文化財です。

その風格のある茅葺の山門の佇まいに感銘を受けま

した。

　境内のイチョウの幹周りは 6.50m 樹齢 620 年とい

われ、 青空に悠然と輝く黄葉の美しさを鑑賞。

　クスノキは観音堂の左手にあり幹周り 7.00m 樹高 

26m で巨樹にふさわしく深緑の葉を繁らせ存在感を

示しています。

(2) 高源寺のケヤキとカヤの木
　高源寺は相馬小次郎平将門が釈迦如来の霊験に

よって建立したと伝えられています。 　

ケヤキは幹周り 10.30m 樹高 19m 推定樹齢 1600 年

といわれ取手市唯一の茨城県指定の天然記念物で

す。 幹の中心部は空洞になり、 いつの頃からか石

地蔵が安置され安産や子宝祈願の女性の信仰を集

める 「地蔵ケヤキ」 と呼ばれています。

　カヤの木は幹周り 4.42m 樹高 24m 。 カヤの成長

は非常に遅いのでかなりの樹齢と思われています。

(3) もみじ山
　まさに紅葉の最盛期。 私有地を開放しての御厚志

に感謝してモミジ狩りのひと時を楽しみました。

(4) 相馬惣代八幡宮のスダジイとシラカシ
　バス移動で 15 分程。 参道の両側には大木が並

びます。

　スダジイは幹周り 6.50m 樹高 18.5m。 枝葉を繁ら

せた球形の樹冠と黒色の幹、 その裂け目は大きく

歳月を物語ります。 円錐形のドングリ(堅果)を拾い、

高源寺の地蔵ケヤキ

撮影 ： 戸塚昌宏

実が成熟するのに 2 年かかることや来年成長する冬

芽の付き方などの解説を受けました。

　シラカシは幹周り 3.36m 樹高 13.5m 。 実はその

年に熟します。 関東地方に多く見られ、 照葉樹を

構成する樹種のひとつになっています。 広い境内

は保存緑地になっており、 広葉樹と針葉樹の配置

を考慮して植えられた景観や萌芽更新の解説を受

けました。

研修を終えて
　取手市の巨木調査 (2009 年〜2010 年 ) による巨

木本数は 26 種 190 本と驚くほどの数です。 今回は

その代表と思われる樹種を観察いたしました。 長い

歴史の中で、 人々の暮らしや文化に根付いて大切

に守られてきた巨樹の経緯と、 そこに住む人々の自

然に対する関わり方、 行政の緑化の取りくみの熱意

も感じられた貴重な研修会でした。

　講師の取手市ボランティアガイドの柿崎様、 当グ

ループの羽賀様の解説に厚くお礼を申し上げます。

実施に当たり下見から紅葉の時期の配慮、 資料作

成など企画に携われた平塚様、 羽賀様、 戸塚様、

牛久市協働事業としてバスの手配と運行等、 御同

行頂きました建設部都市計画課緑化施設管理グ

ループの前川陽子様に感謝とお礼を申し上げます。

カタクリ アズマヒキガエルのオタマジャクシ ツチイナゴ

オオスズメバチ マムシグサ ツチハンミョウ

ヤブレガサ シロバナタンポポとヤブキリ

ウラシマソウ エビネラン

ノジトラノオ

クビキリギス


